
Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

☆
第
二
回
神
戸
和
菓
子
展
一

如
月
巽
日
か
ら
釣
日
ま
で
、
神
一

戸
大
丸
店
８
階
催
会
場
で
「
第
２
一

回
神
戸
和
菓
子
展
」
が
開
催
さ
れ
－

ま
し
た
。
主
催
は
神
戸
市
生
菓
子
一

協
会
。有

名
和
菓
子
店
“
店
舗
が
一
堂
一

に
集
い
、
伝
統
的
な
も
の
か
ら
神
一

一
戸
ら
し
く
新
し
い
感
覚
の
も
の
ま
一

一
で
、
和
の
世
界
が
華
や
か
に
繰
り
一

一
広
げ
ら
れ
、
繊
細
で
美
し
い
日
本
一

一
の
文
化
を
思
う
存
分
堪
能
し
た
。
一

一
神
戸
百
店
会
か
ら
も
神
戸
風
一

一
月
堂
、
本
高
砂
屋
が
出
展
。
作
り
一

一
た
て
の
美
味
し
さ
を
そ
の
ま
ま
販
一

一
売
す
る
「
実
演
販
売
コ
ー
ナ
ー
」
一

一
は
大
人
気
で
し
た
。

蕊

[張

Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ

☆
カ
ン
ト
リ
ー
・
ク
リ
ス
マ
ス

へ
の
お
誘
い丸

善
神
戸
元
町
店

元
町
店
２
階
で
、
手
作
り
の

ク
リ
ス
マ
ス
グ
ッ
ズ
を
集
め
た

万
ン
ト
リ
ー
・
ク
リ
ス
マ
ス
へ
の

お
誘
い
勺
肖
Ⅲ
」
が
開
催
さ
れ

ま
す
。
会
期
は
担
月
４
日
（
木
）

か
ら
９
日
（
火
）
ま
で
の
６
日
間

で
、
開
催
時
間
は
午
前
如
時
か

ら
午
後
７
時
（
最
終
日
は
午
後
５

時
閉
箪
。
一
部
の
作
品
は
展
示

即
売
さ
れ
ま
す
．

■
お
問
い
合
わ
せ

丸
善
神
戸
元
町
店

神
戸
市
中
央
区
元
町
通
１
．
４
・
ね

盆
０
７
８
．
３
９
１
．
６
０
０
３

神
戸
百
店
会
だ
よ
り

神
戸
百
店
会
だ
よ
りクリスマスグッズの数々

廻
月
１
日
（
月
）
か
ら
妬
日

（
木
）
ま
で
、
北
野
坂
に
あ
る

木
下
真
珠
で
ク
リ
ス
マ
ス
セ

ー
ル
を
実
施
・
中
。
時
間
は
午

前
、
時
か
ら
午
後
６
時
ま
で
。

高
級
感
あ
ふ
れ
る
パ
ー
ル
が
、

お
求
め
や
す
い
価
格
に
な
る

の
は
、
女
性
に
と
っ
て
は
う

れ
し
い
話
。
ル
ミ
ナ
リ
エ
に

あ
せ
て
、
お
店
の
前
に
は
ク

リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
も
登
場
し

ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

木
下
真
珠
パ
ー
ル
サ
ロ
ン
神
戸

神
戸
市
中
央
区
山
本
通
１
．
７
．
７

念
０
７
８
．
２
２
１
．
３
１
７
０

シンプルにデザインされた
夢風船（神戸同月堂）

Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ

☆
ク
リ
ス
マ
ス
セ
ー
ル木下

真
珠

ニワトリは人間技とは思えない
日向（z t 高砂屋）

裁&

木下真珠パールサロン神戸（北野坂）

フレッシュな生クリームに
大粒のいちごが華やかなシ
ョートケーキ￥3 ‘０００～

まきの木を形どったフラ
ンスの伝統的なブッシ
ュ・ド・ノエル￥2 , 3 0 0

園
宛
て
先

控
星
凪
串
中
倹
下
山
手

通
３
．
１
．
旧
ツ
イ
ン

ズ
ト
ア
ビ
ル
４
Ｆ
月
刊

挫
戸
っ
子

ド
ン
久
プ
レ
ゼ
ン
ト
係

回
向
邦
雛

プ
レ
ゼ
ン
ト

締
切
日
師
年
担
月
柘
日
雪
日
調
里
濁
）

サ
ン
タ
の
絵
柄
が
可
愛
い
特
製
マ

グ
ヵ
ッ
プ
（
輸
入
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
入

り
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
お

応
募
方
法
／
抽
選
で
釦
名
の
方
に
マ
グ

カ
ッ
プ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
（
た
だ
し
ド
ン

ク
三
宮
本
店
ま
で
取
り
に
来
ら
れ
る
方

の
み
）
住
所
、
氏
名
、
年
齢
を
書
い
て

往
復
ハ
ガ
キ
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

☆
ド
ン
ク
の
１
９
９
７

ク
リ
ス
マ
ス
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

ド
ン
ク
で
は
今
年
も
夢
い
っ
ぱ

い
の
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
・
コ
レ

ク
ッ
シ
ョ
ン
が
始
ま
り
ま
す
。
期

州
叩
中
（
廻
月
１
日
〜
巧
日
）
に
予

約
を
し
て
豪
華
な
プ
レ
ゼ
ン
ト

を
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。
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確
癖
癌
躍
ク
イ
ズ
の
答
え
と
、
郵
便
番
と
同
じ
こ
と
を
有
島
は
今
か
ら

》
蕊
母
Ｊ
農
癖

鐘
峨
諏
識
轄
潅
も
っ
て
代
え
さ
せ
て
課
オ
マ
ー
ジ
崎
一
「
先
楽
園
」
の
意

で
創
業
（
〉
（
〉
（
）
年
を
迎
え
ま
す
。
壁
奉
柿
稗
睡
狸
癖
需
嘩
銅
恥
』
．
細
ボ
ー

会場となるホテルゴーフ
ルリッツ

Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｆ
Ａ
Ｃ
Ｅ

☆
ハ
イ
セ
ン
ス
な
コ
ー
ト
、
バ

ッ
グ
が
い
っ
ぱ
い

》
Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

☆
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
人
気
メ
ニ

ュ
ー
幕
の
内
弁
当

ラ
ピ
ス
ジ
ェ
イ
封
本
成
駒
屋

今
年
，
８
月
末
に
加
納
町
交
培
点
一
昭
和
旭
年
に
オ
ー
プ
ン
し
て
以

の
す
ぐ
束
に
オ
．
プ
ン
。
‐
美
し
『
来
、
お
難
司
隆
さ
ん
と
し
て
人
気

い
存
在
感
一
を
テ
ー
‐
マ
に
、
お
し
》
を
博
し
て
き
ま
し
た
。
創
柴
雪
時

織
》
呈
認

や
れ
な
毛
皮
や
バ
ッ
グ
な
ど
の
逸
唾
お
り
、
午
前
ｎ
時
釦
分
の
開
店
と

品
が
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。
廻
月
旭
華
同
時
に
、
ス
ー
ツ
姿
の
サ
ラ
リ
ー

Ⅱ
（
金
）
か
ら
弱
Ⅱ
（
木
）
ま
で
は
、
唖
マ
ン
で
い
つ
ぱ
い
に
“
お
刺
身
、

ル
ミ
ナ
リ
エ
コ
・
‐
ト
フ
ェ
ア
を
実
一
出
し
巻
、
エ
ビ
フ
ラ
ィ
．
、
鳥
、
尚

施
し
て
い
ま
す
。
ビ
‘
・
バ
ー
．
、
ミ
ー
野
戚
腐
、
大
根
、
竹
の
子
…
と
盛

ン
ク
を
は
じ
め
ハ
イ
セ
ン
ス
な
コ
ー
り
だ
く
さ
ん
の
具
に
び
っ
く
り
し

‐
‐
卜
、
イ
タ
リ
ア
製
の
オ
リ
ジ
ナ
』
ま
す
。
こ
の
お
い
し
さ
を
・
度
ぉ

ル
バ
ッ
ク
は
見
て
い
る
だ
け
で
時
一
試
し
く
だ
さ
い
。

間
を
忘
れ
て
し
ま
い
そ
う
。

一
回
お
問
い
合
わ
せ

呉
今
、
君
入
会
さ
れ
た
方
に
、
一
塗
師
識
帳
央
区
三
宮
町
２
．
加
．
７

カ
ー
ド
対
象
商
品
の
卯
％
オ
フ
、
王
冠
０
７
８
．
３
３
１
．
３
２
３
６

イ
ク
リ
ア
製
オ
リ
ジ
ナ
ル
キ
ー
ホ
ー
営
業
時
間
Ⅷ
時
釦
分

ル
ダ
ー
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
る
一

一
．
Ｊ
Ｃ
・
“
Ｕ
Ｂ
カ
ー
ド
鮎
の
会
員
一

存
募
集
中
で
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

ラ
ピ
ス
ジ
ェ
イ

神
戸
市
中
央
区
二
宮
町
４
．
劃
・
３

公
０
７
８
．
２
２
２
．
４
０
６
８
・

営
業
時
間
Ⅷ
時
〜
畑
時
木
曜
休
一

幕の内弁当（8 0 0 円）

蕊 舞苓､珂
蝿砲
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見
て
い
る
だ
け
で
楽
し
い
。

今
年
は
じ
め
に
オ
ー
プ
ン
。
５

月
頃
か
ら
口
コ
ミ
の
客
が
増
え
て

き
た
そ
う
だ
。
店
内
に
は
ジ
ャ
ズ

や
オ
ペ
ラ
が
流
れ
、
ゆ
っ
く
り
と

時
間
を
過
ご
せ
る
店
だ
。
コ
ー
ヒ

ー
、
紅
茶
は
４
０
０
円
か
ら
、
特

に
紅
茶
は
神
戸
で
は
取
り
扱
っ
て

い
る
と
こ
ろ
が
少
な
い
と
い
う

「
ム
ジ
カ
」
を
使
っ
て
い
る
。

■
Ａ
Ｚ
Ｕ
Ｍ
Ａ
（
ア
ズ
マ
）

神
戸
市
中
央
区
元
町
通
４
．
３
．
℃
２
Ｆ

公
０
７
８
．
３
７
１
．
４
４
１
１

営
業
時
間
坦
時
〜
劃
時
木
曜
定
休
（
祝

除
く
）

☆
他
に
は
な
い
お
い
し
さ

「
ホ
テ
ト
の
ア
ト
リ
エ
」

ポ
テ
ト
菓
子
チ
ェ
ー
ン
の
「
ポ

テ
ト
の
ア
ト
リ
エ
」
が
９
月
別
日
、

南
京
町
店
を
オ
ー
プ
ン
し
た
。

ポ
テ
ト
菓
子
と
い
う
と
、
一
つ
二

つ
は
お
い
し
い
け
れ
ど
、
く
ど
く

て
た
く
さ
ん
は
食
べ
ら
れ
な
い
。

で
も
こ
こ
の
「
チ
ャ
イ
ニ
ー
ズ
・

ス
ウ
ィ
ー
ト
」
は
ち
ょ
っ
と
違
う
。

弓』

☆
超
穴
場
カ
フ
ェ
を
ご
紹
介

「
Ａ
Ｚ
Ｕ
Ｍ
Ａ
」
（
ア
ズ
マ
）

ア
メ
リ
カ
の
グ
ラ
フ
誌
「
Ｌ
Ｉ

Ｆ
Ｅ
」
（
ラ
イ
フ
）
を
見
る
こ
と
が

で
き
る
と
こ
ろ
が
あ
る
と
聞
い
て
、

喫
茶
店
「
Ａ
Ｚ
Ｕ
Ｍ
Ａ
」
を
訪
ね

て
み
た
。
薄
暗
い
事
務
所
の
よ
う

な
場
所
に
あ
り
、
少
し
不
安
げ
に

中
に
入
る
と
、
噂
ど
お
り
壁
面
に

ラ
イ
ブ
の
有
名
女
優
や
政
治
家
な

ど
の
表
紙
が
並
ん
で
い
た
。
マ
ス

タ
ー
の
束
有
治
さ
ん
に
よ
る
と

「
展
示
し
て
あ
る
の
は
一
番
ア
メ
リ

カ
文
化
が
わ
か
り
や
す
い
卵
年
代

の
『
ラ
イ
フ
」
な
の
だ
そ
う
だ
。

目
を
別
の
壁
面
に
移
す
と
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
誌
で
有
名
な
加
年
代
の

「
Ｖ
Ｏ
Ｇ
Ｕ
Ｅ
」
「
Ｂ
Ａ
Ｚ
Ａ
Ａ
Ｒ
」

ぴ
つ

と
●

い
ん

表紙を見ているだけで何時間も
居てしまう

食べだしたらとまらない

料理に添えられるイタリアンバジ
ルは鷲尾さんの手作り

食
べ
て
み
る
と
外
側
カ
リ
ッ
内
側

し
っ
と
り
。
べ
た
つ
か
ず
、
甘
過

ぎ
ず
後
を
ひ
く
お
い
し
さ
。
そ
の

秘
密
は
中
国
か
ら
輸
入
し
た
芋
．

日
本
の
芋
に
比
べ
て
糖
分
が
少
な

い
た
め
、
周
り
に
あ
め
を
か
ら
ま

せ
て
ち
ょ
う
ど
い
い
甘
さ
に
な
る

と
い
う
。「

芋
と
砂
糖
と
水
と
い
う
シ
ン

プ
ル
な
材
料
で
作
ら
れ
た
も
の
だ

か
ら
こ
そ
、
お
い
し
さ
に
差
が
で

ま
す
」
と
本
社
（
株
）
あ
じ
お
く

常
務
取
締
役
の
高
木
虞
琴
さ
ん
。

も
ち
ろ
ん
雄
添
加
だ
。

店
頭
販
売
の
み
で
Ｓ
サ
イ
ズ
が

２
８
０
円
、
Ｍ
サ
イ
ズ
４
０
０
円
、

Ｌ
サ
イ
ズ
６
０
０
円
。
棒
状
の
チ

ャ
イ
ニ
ー
ズ
ス
テ
ィ
ッ
ク
は
４
５

０
円
。
店
頭
で
出
来
た
て
の
お
い

も
を
ほ
お
ば
れ
ば
、
や
み
つ
き
に

な
る
こ
と
ま
ち
が
い
な
し
。

■
「
ポ
テ
ト
の
ア
ト
リ
エ
」
神
戸
・
南
京

町
店

神
戸
市
中
央
区
栄
町
通
２
．
８
．
１

公
０
７
８
．
３
３
１
．
３
３
８
５

営
業
時
間
、
時
釦
分
〜
ね
時
年
中
無
休

☆
「
た
っ
ぷ
り
」
パ
ス
タ
が

自
慢
の
店

花
時
計
の
山
側
、
オ
フ
ィ
ス
街

で
加
年
の
キ
ャ
リ
ア
を
持
つ
「
ア

ロ
マ
」
。
パ
ス
タ
中
心
の
店
づ
く
り

は
震
災
以
後
で
、
そ
れ
以
前
は
お

茶
を
楽
し
む
店
だ
っ
た
。
パ
ス
タ

の
お
店
を
開
い
た
の
は
ご
主
人
・

播
尾
仁
敏
さ
ん
が
大
の
パ
ス
タ
好

き
だ
っ
た
か
ら
。
よ
っ
て
、
大
の

パ
ス
タ
好
き
が
集
ま
り
、
毎
日
同

じ
パ
ス
タ
を
飽
き
も
せ
ず
（
？
）

食
べ
て
い
く
常
連
さ
ん
が
い
る
ほ

ど
だ
。通

常
の
量
が
一
人
前
、
１
０
０

前
後
な
の
に
、
こ
の
お
店
で
は
１

２
０
亀
大
盛
り
に
な
る
と
１
７

０
９
に
な
る
。
そ
の
大
盛
り
を
女

性
で
も
ペ
ロ
リ
と
平
ら
げ
て
し
ま

う
の
は
、
あ
っ
さ
り
と
し
た
上
品

な
味
付
け
の
せ
い
。
人
気
は
ピ
リ

リ
と
唐
辛
子
の
き
い
た
ア
ラ
ビ
ア

ー
タ
と
ロ
ー
ス
ト
・
ビ
ー
フ
が
そ

の
ま
ま
の
っ
た
、
そ
の
名
も
ロ
ー

ス
ト
・
ビ
ー
フ
（
い
ず
れ
も
７
０

０
円
）
。

午
後
２
時
を
ま
わ
っ
た
ら
、
パ
ス

１
８８

１

Ｘｉ頁
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よ
く
出
る
の
は
チ
ー
ズ
タ
ル
ト
や

ガ
ト
ー
マ
ダ
ム
と
い
っ
た
シ
ン
プ
ル

な
が
ら
味
の
よ
く
わ
か
る
も
の
。
テ

ィ
ー
タ
イ
ム
は
女
性
で
溢
れ
て
い
る

も
の
と
思
っ
て
い
た
ら
、
こ
の
お
店

は
案
外
、
『
味
の
わ
か
る
』
廿
受
男

性
客
の
隠
れ
た
名
店
ら
し
い
。

ケ
ー
キ
は
常
時
皿
樋
類
程
度
で

４
０
０
〜
５
０
０
円
。
ケ
ー
キ
セ

ッ
ト
に
す
る
と
別
円
引
き
に
な
る
。

■
ぷ
ｌ
る
ど
ｌ
る

神
戸
市
中
央
区
三
宮
町
２
．
２
．
１
ラ
ム

三
宮
ビ
ル
ー
階

迩
０
７
８
．
３
３
３
．
７
５
５
６

営
業
時
間
洲
時
〜
ね
時
（
ラ
ン
チ
タ
イ
ム

柵
時
卯
分
〜
科
時
）

☆
旧
居
留
地
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
・
フ
レ
ン
チ

ぶ
－
る
ど
Ｉ
る
と
同
ビ
ル
２
Ｆ

に
オ
ー
プ
ン
し
た
「
ク
ク
」
は
、

小
鳥
が
さ
え
ず
っ
た
よ
う
な
可
愛

ら
し
い
ネ
ー
ミ
ン
グ
で
若
い
女
性

客
の
心
を
く
す
ぐ
る
。
美
味
し
い

も
の
を
美
味
し
く
、
自
分
流
に
味

わ
う
ア
メ
リ
カ
ン
ス
タ
イ
ル
を
採

り
入
れ
、
フ
レ
ン
チ
特
有
の
堅
苦

し
い
雰
囲
気
は
全
く
な
い
。

食
材
も
限
定
せ
ず
、
和
洋
折
衷
、

日
々
、
美
味
し
い
組
み
合
わ
せ
を

模
索
し
て
い
る
。
ラ
ン
チ
は
３
煎
、

ビ
ジ
ネ
ス
ラ
ン
チ
か
ら
デ
ザ
ー
ト

ま
で
つ
く
ス
ペ
シ
ャ
ル
ラ
ン
チ
ま

で
、
そ
の
日
の
気
分
に
合
わ
せ
て

選
べ
る
。

は
と
も
に
全
壊
。
し
か
し
今
年
の

春
、
ま
ず
は
布
引
店
が
オ
ー
プ
ン
。

丙
向
き
の
オ
ー
プ
ン
ウ
ィ
ン
ド

か
ら
、
公
園
の
緑
が
飛
び
込
ん
で

く
る
。
さ
ら
に
大
理
石
が
敷
き
つ

め
ら
れ
た
フ
ロ
ア
ー
、
す
っ
き
り

と
し
た
店
内
の
イ
ン
テ
リ
ア
は
、

霞
災
前
同
様
、
画
家
早
川
良
雄
さ

ん
の
デ
ザ
イ
ン
。

お
店
の
２
階
は
ケ
ー
キ
エ
場
に

な
っ
て
い
て
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
オ

リ
ジ
ナ
ル
ケ
ー
キ
を
存
分
に
味
わ

え
る
。
神
戸
伝
統
の
味
、
Ｇ
線
サ

ブ
レ
は
鵬
り
物
に
ぴ
っ
た
り
。

「
バ
イ
オ
リ
ン
の
最
下
部
に
位

置
す
る
弦
が
Ｇ
線
。
こ
れ
以
上
落

ち
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
意
味
を

込
め
て
店
名
に
し
ま
し
た
」
と
震

災
後
ゼ
ロ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
と
梅

崎
夫
佐
子
社
長
は
笑
う
。

オ
ー
ル
ド
フ
ァ
ン
の
た
め
に
も
、

は
や
く
三
宮
店
も
再
開
し
て
も
い

た
い
。

■
Ｇ
線

神
戸
市
中
央
区
笠
石
通
７
．
２
．
７

恋
０
７
８
．
２
４
１
．
１
１
０
１

営
業
時
間
⑱
時
〜
ね
時
水
曜
定
休

タ
（
１
／
２
の
量
）
、
サ
ラ
ダ
、
ア

イ
ス
ク
リ
ー
ム
、
ソ
フ
ト
ド
リ
ン
ク

に
ケ
ー
キ
が
つ
く
レ
デ
ィ
ー
ス
セ
ッ

ト
ー
０
０
０
円
が
楽
し
め
る
。

■
ア
ロ
マ

神
戸
｛
巾
中
央
区
加
納
町
６
．
６
．
２

恋
０
７
８
．
３
３
２
．
３
３
３
８

営
業
時
間
７
時
〜
即
時
（
土
曜
〜
幅
時
）

日
・
祭
日
体

☆
良
江
秤
に
や
さ
し
い

無
添
加
ケ
ー
キ

ア
サ
ヒ
ギ
ャ
ラ
リ
Ｉ
前
に
オ
ー

プ
ン
し
た
真
新
し
い
ピ
ル
の
１
Ｆ
、

広
々
と
し
た
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
が
鵜

し
い
「
ぷ
１
る
ど
－
る
」
は
ラ
ン

チ
も
い
た
だ
け
る
カ
フ
ェ
。
以
前
、

岡
本
で
ケ
ー
キ
屋
さ
ん
を
し
て
い

た
オ
ー
ナ
ー
の
小
村
和
子
さ
ん
が
、

作
り
立
て
を
そ
の
場
で
食
べ
て
も

ら
お
う
と
喫
恭
鯉
価
に
し
た
。

地
階
の
工
房
で
作
る
ケ
ー
キ
は
、

添
加
物
を
最
少
限
に
控
え
、
保
存

料
は
一
切
使
用
し
て
い
な
い
。
お

持
ち
帰
り
の
ケ
ー
キ
屋
さ
ん
で
は

並
べ
に
く
か
っ
た
ム
ー
ス
な
ど
、

柔
ら
か
く
、
繊
細
な
ケ
ー
キ
が
多

い
の
が
蛙
鼎
似
だ
。

黒

雲諒零

広い店内にわずか3 4 席｡ ゆっくり
とくつろげる

デ
ィ
ナ
ー
は
、
前
菜
、
魚
料
理
、

肉
料
理
か
ら
各
自
好
き
な
物
を
選

ん
で
、
仲
間
と
分
け
合
う
の
が
お

ス
ス
メ
。
ア
ポ
ガ
ド
梅
匪
肉
わ
さ
び

６
５
０
円
、
ス
モ
ー
ク
サ
ー
モ
ン

の
千
麺
枚
澱
け
巻
き
８
５
０
円
、
ご

ま
ス
テ
ー
キ
い
ろ
ん
な
野
菜
添
え

２
５
０
０
円
な
ど
、
面
白
い
だ
け

で
な
く
、
栄
養
面
で
も
バ
ラ
ン
ス

の
と
れ
た
メ
ニ
ュ
ー
が
多
い
。
ど

ん
な
料
理
に
も
合
う
ワ
イ
ン
は
、

オ
ー
ナ
ー
一
押
し
の
赤
・
ロ
ス

パ
ス
コ
ス
（
チ
リ
）
３
８
０
０
円
。

回
ブ
ラ
ッ
セ
リ
ー
ク
ク

神
戸
市
中
央
区
三
富
町
２
．
２
．
１
ラ
ム

三
宮
ビ
ル
２
Ｆ

恋
０
７
８
．
３
３
３
．
１
７
２
０

営
業
時
間
桐
時
釦
分
〜
科
時
釦
分
汀
時

〜
副
時
卯
分
水
曜
定
休

☆
思
い
出
い
っ
ぱ
い
の
お
店

セ
ン
タ
ー
街
で
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

を
楽
し
ん
だ
あ
と
、
喫
茶
店
「
Ｇ

線
三
宮
店
」
で
ひ
と
息
つ
い
て
、

青
春
時
代
を
過
ご
し
た
読
者
も
多

い
の
で
は
。

大
震
災
で
、
布
引
店
と
三
宮
店

１
８９

１

〒
画

写真中央がシェフ・大森茂雄さん
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災
者
を
無
料
招
待
し
、
一
般
客
の

入
場
料
（
前
売
２
０
０
０
円
、
当

ｕ
２
５
０
０
円
）
は
、
今
後
の
被

災
者
支
援
活
動
費
に
充
て
ら
れ
る

と
い
う
。

口
問
い
合
わ
せ

一
塁
宗
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
神
戸
支
援
会

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
３
．
３
２
９
３
．
５
４
２
１

表
彰
状
お
よ
び
ブ
ロ
ン
ズ
像
の

贈
呈
式
は
ｎ
月
４
日
に
県
公
館
で

行
わ
れ
た
。

叩
月
塑
日
、
さ
ま
ざ
ま
な
技
能

を
生
か
し
て
兵
庫
県
内
の
地
域
社

会
に
貢
献
し
た
四
人
、
２
団
体
に

兵
庫
県
か
ら
文
化
、
科
学
、
ス
ポ

ー
ツ
、
社
会
各
賞
が
贈
ら
れ
た
。

文
化
賞
に
は
、
建
築
家
の
安
藤
忠

雄
さ
ん
ら
６
名
と
１
団
体
、
科
学

賞
に
は
「
Ｓ
Ｐ
ｒ
ｉ
ｎ
ｇ
‐
８
』
の

誘
致
に
貢
献
し
た
阪
大
名
誉
救
授

の
角
戸
正
夫
さ
ん
ら
７
名
、
ス
ポ

ー
ツ
賞
に
は
、
今
夏
の
ユ
ニ
バ
ー

シ
ア
ー
ド
日
本
代
表
金
メ
ダ
リ
ス

ト
の
大
西
順
子
さ
ん
ら
４
名
、
社

会
賞
に
は
社
会
福
祉
法
人
有
岡
協

会
理
事
長
の
脇
忠
子
さ
ん
ら
２
名

と
１
団
体
が
選
ば
れ
た
。

☆
県
文
化
賞
に
安
藤
忠
雄
氏
ら

ポ
ケ
ッ
ト

ジ
ャ
ー
ナ
ル

安藤忠雄氏

１
９０

１

震
災
後
、
関
東
に
身
を
寄
せ
て

い
る
被
災
者
を
励
ま
そ
う
と
、
神

戸
出
身
の
指
揮
者
・
山
本
郁
夫
さ

ん
の
発
案
で
、
来
年
１
月
晦
日
、
横

浜
で
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
る
。

演
奏
す
る
の
は
、
周
辺
の
大
学

か
ら
選
抜
さ
れ
た
学
生
、
約
知
名

に
よ
る
「
ジ
ュ
ネ
ス
・
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
」
。
ロ
ッ
シ
ー
ニ
や
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト

の
名
曲
に
加
え
、
復
興
を
イ
メ
ー

ジ
し
た
新
雷
曲
も
予
定
さ
れ
て
い
る
。

「
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
唖
散
り
散
り
に

馨
ら
し
て
い
る
被
災
者
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
同
る
こ
と
が
目

的
。
ま
た
、
大
学
生
を
中
心
と
し

た
若
“
者
が
、
こ
の
企
画
を
通
じ
て

社
会
問
題
に
対
し
、
考
え
、
行
動

す
る
こ
と
の
意
味
を
自
ら
に
問
い

☆
関
東
の
被
災
者
を
励
ま
そ
う

横
浜
で
支
援
コ
ン
サ
ー
ト

gZI

指揮者の山本郁夫さん( 右) と学生代表の宮田将史さん

か
け
て
く
れ
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま

す
」
と
主
僻
Ｆ
者
。

コ
ン
サ
ー
ト
会
場
は
横
浜
市
内

の
神
奈
川
県
立
音
雛
謹
呈
（
約
１
０

０
０
席
）
で
、
約
３
０
０
人
の
被

ゴ
ダ
ィ
ゴ
と
聞
い
て
、
『
威
風

堂
々
』
『
ガ
ン
ダ
ー
ラ
』
…
を
懐
か

し
く
思
い
出
す
人
も
い
る
の
で

は
？哩

月
に
行
わ
れ
る
タ
ケ
カ
ワ
ュ

キ
ヒ
デ
氏
の
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ヅ
ク

コ
ン
サ
ー
ト
・
卯
『
姻
神
月
』
で
は
、

☆
ゴ
ダ
イ
ゴ
復
活
？

タ
ケ
カ
ワ
ユ
キ
ヒ
デ
ヨ
六
○
ｍ
ｍ

可
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選
さ
れ
た
メ
ン
バ
ー
を
率
い
る
の

は
、
か
つ
て
朝
比
奈
隆
氏
に
師
事

し
、
Ⅱ
本
で
も
Ｎ
響
な
ど
を
指
揮

し
た
経
験
を
持
つ
林
元
植
氏
。

ク
ラ
シ
ッ
ク
の
名
曲
に
加
え
、

ク
リ
ス
マ
ス
・
キ
ャ
ロ
ル
の
演
奏

も
予
定
し
て
い
る
。
「
聴
い
て
も
ら

え
れ
ば
必
ず
喜
ん
で
も
ら
え
る
」

と
い
う
自
信
の
音
色
を
そ
の
耳
で
”

ロ
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
ｗ

一
圏
神
月
」
〜
新
創
世
紀
よ
り
〜

日
程
“
也
月
”
日
（
土
）
旧
時

配
日
（
日
）
幅
時

会
場
叫
新
神
戸
オ
リ
エ
ン
タ
ル
劇
場

料
金
塁
則
売
６
５
０
０
円
、

当
百
７
０
０
０
円

ガ
ン
ダ
ー
ラ
時
代
の
名
曲
を
ジ
ャ

ズ
や
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
ア
レ
ン
ジ
で

演
奏
。
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
を
含
め

ス
タ
ッ
フ
す
べ
て
が
ゴ
ダ
イ
ゴ
・

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
の
理
解
者
で
あ
り
、

中
に
は
そ
の
音
楽
を
聴
い
て
こ
の

道
を
志
し
た
人
も
い
る
そ
う
だ
。

神
戸
は
ゴ
ダ
イ
ゴ
時
代
か
ら
タ

ヶ
カ
ワ
氏
が
大
切
に
し
て
き
た
場

所
。
今
回
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
副

年
の
神
戸
博
覧
会
の
テ
ー
マ
ソ
ン

グ
と
な
っ
た
楽
曲
『
ポ
ー
ト
ピ
ア
』

も
用
意
さ
れ
て
い
る
。

東
京
に
本
拠
地
を
置
く
日
本
写

真
作
家
協
会
（
Ｊ
Ｐ
Ａ
）
が
、
神

戸
の
復
興
と
活
性
化
に
一
役
買
お

う
と
、
ハ
ー
バ
ー
ラ
ン
ド
に
あ
る

神
戸
阪
急
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
写
真

展
を
開
催
す
る
。

☆
第
８
回
日
本
写
真
作
家
協

ワ

会
・
神
戸
展

タケカワユキヒデさん

ジュニア・オーケストラ来日メンバー

神
戸
展
は
東
京
の
川
崎
展
に
続

く
も
の
で
、
協
会
２
０
０
余
名
の

会
員
が
４
０
０
点
に
も
及
ぶ
作
品

を
展
示
す
る
衝
風
景
、
人
物
、
静

物
は
も
ち
ろ
ん
、
創
作
、
記
録
、

報
道
と
多
種
多
様
な
表
現
に
作
家

の
個
性
が
溢
れ
て
い
る
。

期
間
峰
ね
月
旭
日
（
水
）
〜
柘
日
（
月
）

場
所
恥
神
戸
阪
急
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
（
神

戸
阪
急
６
Ｆ
）

川
時
〜
旧
時
卯
分
（
最
終
日
〜
旧
時
）

☆
ひ
ょ
う
こ
イ
ン
ビ
テ
ー
シ
ョ
ナ
ル

ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
公
演

兵
庫
県
で
は
、
青
少
年
の
国
際

感
覚
と
豊
か
な
感
性
を
育
て
る
た

め
に
、
毎
年
、
世
界
の
優
れ
た
青

少
年
の
芸
術
団
体
を
招
聡
す
る

『
ひ
ょ
う
ご
イ
ン
ピ
テ
ー
シ
ョ
ナ
ル
」

事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

今
年
、
来
日
す
る
の
は
、
韓
国

の
ソ
ウ
ル
，
芸
苑
ジ
ュ
ニ
ア
・
オ

ー
ケ
ス
ト
ラ
。
芸
苑
学
校
は
、
練

国
の
音
楽
界
の
中
心
人
物
を
多
く

輩
出
す
る
、
芸
術
専
門
の
名
門
私

立
中
学
校
だ
。
最
上
級
生
か
ら
厳

ＰＨＯＴＯＭ･ ＳＵＹＡＭＡ

ロ
神
戸
公
演

日
程
“
ね
月
打
日
（
水
）
旧
時
的
分

場
所
叩
神
戸
文
化
中
ホ
ー
ル

料
金
”
大
人
２
０
０
０
円
、
大
学
生
以
下

１
５
０
０
円
当
日
指
定

同
品
を
選
ん
だ
理
由
と
し
て
、

安
藤
氏
は
「
復
興
は
ど
う
し
て
も

開
発
優
先
に
な
り
が
ち
。
後
回
し

に
さ
れ
る
自
然
や
芸
術
、
人
の
心

を
残
し
た
か
っ
た
」
と
話
す
。

新
た
な
『
エ
ッ
フ
ェ
ル
塔
』
が

パ
リ
に
か
わ
っ
て
神
戸
を
見
つ
め

つ
づ
け
る
。

自
術
隊
兵
庫
地
方
連
絡
部
創
立

狸
周
年
記
念
行
事
の
一
員
と
し
て
、

兵
庫
県
防
衛
協
会
主
催
に
よ
る

『
第
１
回
神
戸
と
き
め
き
コ
ン
サ
ー

ト
』
を
開
催
す
る
。

口
日
時
亜
制
月
調
日
（
土
）
旧
時
〜
桝

時
妬
分

場
所
叩
朝
日
ホ
ー
ル
４
階

演
奏
者
“
陸
上
自
衛
隊
第
３
音
楽
隊

＊
入
場
無
料
。
但
し
、
入
場
整
理
券
を

募
集
事
務
所
又
は
自
衛
隊
広
報
室
（
Ｔ

Ｅ
Ｌ
０
７
８
．
３
３
１
．
９
８
９
６
）

ま
で
取
り
に
い
く
こ
と
。

「
阪
神
・
淡
路
震
災
復
興
支
援
加
年

委
員
会
」
代
表
を
務
め
る
建
築
家

の
安
藤
忠
雄
さ
ん
が
、
ブ
ラ
ン
ス

の
彫
刻
家
・
セ
ザ
ー
ル
氏
に
依
頼

し
て
い
た
彫
刻
が
ｎ
月
型
日
、
三

宮
の
「
フ
ェ
ニ
ヅ
ク
ス
プ
ラ
ザ
」

前
で
除
幕
さ
れ
た
。
作
品
は
、
エ

ッ
フ
ェ
ル
塔
の
大
改
修
で
廃
材
と

☆
神
戸
に
パ
リ
の
風

被
災
地
激
励
の
彫
刻
お
目
見
え

| エッフェル塔一板状」
高さ約2 . 8 ｍの作品

１
９１

１

☆
自
衛
隊
・
神
戸
と
き
め
き

コ
ン
サ
ー
ト

な
っ
た
鉄
骨
を
利
用
し
、
ブ
ロ
ン

ズ
で
再
現
し
た
も
の
。
こ
の
日
、

彫
刻
の
所
有
権
は
加
年
委
員
会
か

ら
兵
庫
県
に
移
さ
れ
た
” 瀞1１
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プ
レ
ゼ
ン
ト

紅

１
９２

１

「
モ
ミ
の
木
』
に
心
の
灯
を

去
年
の
ル
ミ
ナ
リ
エ
の
視
察
を

兼
ね
て
、
「
阪
神
・
淡
路
百
名
所
づ

く
り
」
の
提
案
者
で
あ
る
堺
屋
太

一
先
生
が
ト
ア
・
ロ
ー
ド
の
視
察

と
調
盗
に
来
ら
れ
た
。

堺
尾
太
一
さ
ん
一
行
は
ト
ァ
・

ロ
ー
ド
の
外
国
倶
楽
部
か
ら
ス
タ

ー
ト
さ
れ
た
。
そ
の
時
、
窓
越
し

花時計

六
○
ｍ
ｍ
℃
○
の
『

☆
国
立
民
族
学
博
物
館
は
昭
和
艶
年
ｎ

月
に
開
館
。
ｕ
月
廻
日
に
開
館
釦
周
年

を
記
念
し
て
記
念
式
典
・
祝
賀
会
が
国

立
民
族
学
博
物
館
（
石
毛
直
道
館
長
）

で
慨
さ
れ
ま
し
た
。

★
哩
月
退
日
（
金
）
鵡
時
鋤
分
〜
Ⅳ
時

パ
レ
ス
神
戸
２
階
大
会
識
室
に
お
い
て
、

新
均
等
法
下
の
「
人
財
」
活
用
フ
ォ
ー

ラ
ム
が
『
女
性
の
椴
極
的
登
場
で
活
力

あ
る
企
業
に
！
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
さ

れ
ま
す
。
主
雌
は
兵
庫
県
経
営
者
協

会
／
同
協
会
女
性
産
業
人
懇
活
会
〈
Ｖ

Ａ
Ｌ
忍
兵
叩
女
性
少
年
室
．
（
財
）

型
世
紀
職
業
財
団
兵
叩
小
務
所
／
坐
洲

猫
演
・
成
城
大
学
教
授
奥
山
明
良
氏
、

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
・
三
輪
昌

子
、
東
田
康
、
羽
賀
紘
一
、
長
尾
俊
昭
、

山
本
絹
子
各
氏
／
無
料
／
お
申
し
込
み

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
７
８
．
３
２
１
．
０
０
５
１

兵
庫
県
経
営
者
協
会
企
画
部

★
画
家
・
元
永
定
正
さ
ん
の
叙
卿
を
祝

う
会
が
哩
月
２
間
（
火
）
略
時
釦
分
よ

り
、
ホ
テ
ル
プ
ラ
ザ
２
階
醍
醐
の
間
で

開
か
れ
ま
す
。
会
費
１
〃
５
千
円
事
務

局
／
番
画
廊
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
６
．
３
６
２
．

７
０
５
７

★
神
戸
華
橋
総
会
《
丞
長
の
林
同
春
さ
ん

が
日
中
国
交
止
常
化
弱
周
年
を
記
念
し

て
『
柵
渡
る
人
」
を
出
版
さ
れ
ま
し
た
。

ｎ
月
躯
日
（
金
）
咽
時
よ
り
、
神
仙
間

で
出
版
記
念
会
が
雌
さ
れ
ま
す
。
会
費

１
万
円

★
「
１
．
１
７
市
民
通
信
」
社
が

「
１
．
１
７
市
民
通
信
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
」

を
創
刊
．
第
１
号
「
神
戸
、
そ
の
光
と

影
ｌ
港
と
都
市
の
生
い
立
ち
に
見
る
栄

光
と
唯
雲
」
の
瞥
者
は
元
神
戸
新
聞
記

昔
で
小
誌
神
戸
っ
子
に
も
在
籍
し
て
い

た
大
谷
成
章
さ
ん
。
鋪
１
号
は
定
価
５

２
０
円
。
問
い
合
わ
せ
／
同
市
民
通
信

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
７
８
．
２
２
２
．
６
２
４
５

☆
自
称
「
釣
り
バ
カ
」
の
柳
本
波
平

（
本
名
・
恵
展
）
さ
ん
が
新
風
書
房
か
ら

「
遊
々
波
平
釣
り
旧
鮭
Ｉ
」
を
出
さ
れ

ま
し
た
．
本
沓
は
「
釣
場
辿
報
」
（
関
阿

版
）
の
「
波
平
さ
ん
の
遊
Ｙ
Ｏ
Ｕ
日
誌
」

コ
ー
ナ
ー
の
抜
粋
版
．
定
価
１
７
０
０

円
十
悦

〆一へ

●
明
石
海
峡
大
橋
の
開
通
が
待

た
れ
る
徳
島
の
プ
チ
リ
ゾ
ー
ト

ホ
テ
ル
・
モ
ア
ナ
コ
ー
ス
ト
か

ら
、
抽
選
で
親
子
（
母
娘
）
ぺ

霊一 緬
軸
一
・
鯛
崎
偏
曙
…
ｉ
」
一
語
鵬

垂

通
６
番
地
建
隆
ビ
ル
Ⅱ
８
Ｆ

（
財
）
兵
庫
現
代
芸
術
劇
場
舞
台

芸
術
課
担
当
・
古
川
ま
で

●
メ
ル
シ
ャ
ン
（
株
）
か
ら
、

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
ト
ラ
ピ
チ
ェ

社
特
製
６
０
０
耐
ワ
イ
ン
を
５

名
様
に
。
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
を
明
記
の
上
、
〒
１

５
０
．
８
８
渋
谷
郵
便
局
内

メ
ル
シ
ャ
ン
「
ト
ラ
ピ
チ
エ
・

ミ
レ
ニ
ア
ム
」
プ
レ
ゼ
ン
ト
係

ま
で

●
日
本
経
済
新
聞
社
か
ら
働
く

女
性
の
意
見
を
参
考
に
作
成
さ

れ
た
記
年
版
レ
デ
ィ
ー
ス
ダ
イ

ア
リ
ー
「
く
里
亘
を
釦
名
様
に
。

月
刊
神
戸
っ
子
・
川
崎
ま
で

モアナコーストメゾネットルーム

、'
出たごｄ

圏｜

ア
ー
組
に
「
母
娘
仲
良
し
プ
ラ

ン
」
宿
泊
券
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

〒
７
７
２
徳
島
県
鳴
門
市
鳴
門

町
土
佐
泊
浦
字
高
砂
１
８
６
．

１
６
プ
チ
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ

ル
・
モ
ア
ナ
コ
ー
ス
ト
担

当
・
織
田
、
高
石
、
米
津
ま
で

●
タ
ケ
カ
ワ
ユ
キ
ヒ
デ
・
ア
コ
Ｉ

ス
テ
ィ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
『
神
口
呈

オ
リ
ジ
ナ
ル
テ
レ
カ
を
５
名
様

に
。
〒
５
４
２
大
阪
市
中
央
区

島
之
内
１
．
１
５
．
１
（
株
）

平
岡
企
画
担
当
・
富
士
ま
で

●
ソ
ウ
ル
・
芸
苑
ジ
ュ
ニ
ア
・

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
神
戸
公
演
の
チ

ケ
ッ
ト
を
ペ
ア
相
組
印
名
様
に
。

〒
６
５
０
神
戸
市
中
央
区
海
岸

～一

に
見
え
る
『
モ
ミ
の
木
」
を
指
さ

さ
れ
て
、
「
先
ず
、
あ
の
『
モ
ミ
の

木
」
を
ク
リ
ス
マ
ス
・
ツ
リ
ー
と

し
て
迩
飾
す
る
こ
と
だ
ね
」
と
言

わ
れ
た
。
ま
た
、
ト
ア
・
ロ
ー
ド

の
坂
道
を
歩
き
な
が
ら
、
「
こ
の
坂

道
に
水
が
流
れ
る
よ
う
な
仕
掛
け

が
欲
し
い
ね
」
と
い
わ
れ
た
．

そ
れ
も
こ
れ
も
素
晴
ら
し
い
ア
イ

デ
ア
だ
。
流
石
に
「
阪
神
・
淡
路

百
名
所
づ
く
り
」
の
発
想
者
だ
。

神
戸
の
震
災
復
興
に
当
た
っ
て
、

文
化
的
な
セ
ン
ス
溢
れ
る
、
地
道

な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
こ
そ
望
ま
し
い
。

と
い
う
こ
と
で
、
「
神
戸
外
国
倶

楽
部
」
の
庭
園
内
に
そ
び
え
る

「
モ
ミ
の
木
」
に
一
心
の
灯
』
を
点

け
て
、
ク
リ
ス
マ
ス
か
ら
新
年
に

か
け
て
誼
飾
し
よ
う
と
い
う
こ
と

に
な
っ
た
。

点
灯
す
る
た
め
に
は
、
約
五
千

灯
が
必
要
だ
。
こ
の
灯
は
出
来
る

だ
け
多
く
の
人
に
賛
同
し
て
貰
っ

て
一
灯
、
千
円
の
寄
付
に
よ
っ
て
、

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
超
ち
上
げ

よ
う
と
い
う
。

い
わ
ば
、
市
民
の
心
の
灯
を
集

め
、
神
戸
の
シ
ン
ボ
ル
に
し
よ
う

と
い
う
運
動
が
展
開
さ
れ
る
。
時

に
神
戸
の
街
は
ル
ミ
ナ
リ
エ
の
光

が
溢
れ
て
い
る
。
小
泉
康
夫
〉
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協漏 みの人には、一分間排便法をおすすめしま
す。理想的な排便とは、一日一回、軽くい
営んで短時間に終了する排便のこと。出る
と思ってしゃがんだ3 0 秒以内には全体の
8 0 ％が出るので、上手にやれば1 分以内で
すませるのです。出やすい便にするために
は、何でもよく食べ、水分を十分にとるこ
とも大切。排便を我慢したり、そのうち出
るだろうと長時間トイレにこもるなどとい
う生活はよくありません。
とにかく、“痔，' が永遠の悩みとならぬよ
う、なってしまったら、専門の医者に診て
もらい早くなおす。シリ合いの唖S の皆様
なら、花岡クリニックでよければ、お気軽
に相談ください。

事務局／神戸市中央区下山手通３－１－１８
ツインズトアピル４Ｆ月刊神戸っ子内
T E L O 7 8 - 9 3 1 - 2 2 4 6

諏戸ファッション市民大学ＯＢによるクループ
神戸のファッション都市化をめざ､ す
ハア7~ ﾌ ﾏ 1ｍ｢７６Ｃ＄１８２

ご坪

ＮＥＷＳ

制
蝋

９月マンｽ ﾘ ｰ 講演「痔のおはなし』
講師：花岡道治氏( 花岡クリニック院長）

といって、皿門の静脈がたるんではれたも
ので、その表面が皮層でおおわれているの
が外痔核、粘膜でおおわれているのが内痔
核。皮膚は痛みを感じますが、粘膜は痛み
を感じないので、内痔核はいくら出血して
も普通痛みを感じません。大便をする時、
大変痛くて、二、三滴程度の出血をするの
は‘‘きれ痔" 。固い便がⅢ門を通過して、歯
状線の下の皮悶が裂けてできたものですか
ら、痛みを感じるわけです。内痔核やきれ
痔の時に出る血は真っ赤できれいな血です。
しかし粘液と混じったり、ドロドロとし

たきたない血が出る時は、直腸癌の心配が
あります。痛みのあるなしにかかわらず、
外科医にみせた方がよいと思われます。

先月号に引き続き、９
月マンスリー講演を
ご紹介。老若男女問
わず悩みの代表核
‘’痔" について､ 花岡
クリニックの花岡先
生にお話いただきま
した両

コウベファッションソサエティ

9 ３

扇

●１２月マンスリー

『定例X , m a s パーティ』
場所：神戸同月堂8 ８（ポートライナー

中埠頭駅前）
日時：１２月１３日（土）受付１８：００

スタート１８：３０～

料金：メンバー￥1 0 研0 0 0
ケスト￥1 2 , 0 0 0

フラメンコの華麗な舞とともにきらびやか
なクリスマスナイトを過ごしましょう。

講師の花岡院長

●スペアのお尻はない
恥ずかしさから、医者に行かず、薬局で
買ってきた座薬や塗り薬などでごまかして、
病気が悪化することの多い“痔' ‘･
自分で見えにくい場所なので、どれほど

悪いかわかりにくい、内痔核の初期などの
ように出血だけで浦みが全くないので放置
していることなども悪化を進行させる原因
の一つと考えられます。
しかし、たかが“痔' ，とあなどるなかれ・

最近は、虹門疾患にからんで、大腸ガン、
大腸ポリープ、潰鰐性大腸炎などのさまざ
まな病気が著明に増加。お尻はたった一つ
しかない、大切なところ。症状があらわれ
たら、即１専門医に診察を受けましょう。

③虹門の奥は痛くない
痔はとにかく痛い、というのが世間の相

場ですが、実は痛みを感じる神経は、歯状
線の下だけ。“いぼ痔（痔核) ”は、静脈癌

唾璽Ｉ痛みを感じる薪
口病みを感じない所

e 痔にならないために
なんといっても快食、快眠、水分、快便。
この四つに要約されます。便秘にならない
ように、食事に気をつける。とはいえ、忙
しいサラリーマンやＯＬは、外食中心でその
内容まで気が配れないもの。そこで便秘ぎ
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｜Ⅸ筆卜
』

§

■
神
戸
の
工
房
を
め
ぐ
る
〈
そ
の
３
〉

中
国
服
（
チ
ャ
イ
ナ
ド
レ
ス
）
と
帽
子
（
八
ツ
ト
）
の
職
人
た
ち

福
元
早
夫
〈
作
家
〉
撮
影
／
森
田
篤
志

段段

、蒜
計

》
》
一

良
友
（
リ
ャ
ン
ユ
ウ
）

「
一
度
お
会
い
し
ま
し
た
ら
、
良
い
友
達
に
な
り
ま
し
ょ
う
ね
、
と

い
う
意
味
な
ん
で
す
よ
」

笑
顔
が
健
康
的
な
李
編
さ
ん
は
、
中
国
服
オ
ー
ダ
ー
専
門
店
『
良

圭
坐
の
由
来
を
説
明
し
て
か
ら
、
工
房
内
を
案
内
し
て
く
れ
た
。
店

は
中
央
区
下
山
手
通
三
丁
目
の
ト
ア
ロ
ー
ド
に
あ
っ
て
、
シ
ョ
ー
ウ

ィ
ン
ド
ウ
の
チ
ャ
イ
ナ
ド
レ
ス
が
目
に
つ
く
。
道
行
く
人
に
い
か
に

も
神
戸
ら
し
い
と
い
っ
た
零
囲
気
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
。

「
戦
後
に
母
が
、
中
国
服
の
手
づ
く
り
の
店
を
は
じ
め
た
ん
で
す
。

で
す
か
ら
、
母
の
仕
事
場
で
育
ち
ま
し
た
」
・

チ
ャ
イ
ナ
ド
レ
ス
は
気
品
が
あ
っ
て
美
し
い
。
パ
ー
テ
ィ
な
ど
で

よ
く
目
だ
つ
。
だ
が
普
段
着
も
つ
く
っ
て
い
て
、
外
出
着
と
し
て
気

軽
に
使
っ
て
欲
し
い
と
い
う
。
こ
の
仕
事
の
に
つ
い
た
の
は
、
二
十

歳
の
時
か
ら
で
あ
る
。

「
母
の
後
ろ
姿
を
見
て
い
て
、
こ
の
道
に
決
め
た
ん
で
す
。
母
親
で

あ
る
と
同
時
に
、
彼
女
は
す
ぐ
れ
た
教
師
で
し
た
」

店
は
大
き
く
せ
ず
、
弟
子
は
と
ら
ず
に
自
分
の
守
備
範
囲
で
や
っ

て
い
る
。
一
着
つ
く
る
の
に
三
カ
月
く
ら
い
か
か
る
そ
う
で
あ
る
。

「
型
紙
な
し
で
作
り
ま
す
か
ら
、
自
分
の
感
覚
が
勝
負
で
す
。
お
客

さ
ん
の
輪
か
く
や
全
体
の
イ
メ
ー
ジ
を
す
っ
か
り
頭
に
入
れ
て
お
く

の
で
す
」

チ
ャ
イ
ナ
ド
レ
ス
は
基
本
的
な
デ
ザ
イ
ン
が
一
定
し
て
い
る
か

ら
、
あ
と
は
自
分
の
イ
メ
ー
ジ
で
相
手
の
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
る
。

シ
ッ
ク
な
感
じ
で
着
る
人
の
個
性
を
引
き
出
す
よ
う
に
、
意
外
性
を

生
み
だ
す
よ
う
に
心
が
け
て
い
る
。
だ
か
ら
、
試
着
で
相
手
が
気
に

入
っ
て
も
こ
ち
ら
が
気
に
入
ら
な
け
れ
ば
、
ほ
ど
い
て
や
り
直
す
。

１
９４

１

汐
マ
ニ
い

§＝＝認雫

母親のうしろ姿が今の李さんの道を決めた

卿
。

画
テ
ヴ
ヴ
、
ｆ

？

ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
漣
戸
回
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職人気質は伝統的で本物

お気に入りのマイドレスで。
上品で飽きのこない－着

１
９５

１

や

可

Ｆ
１Ｉｄ｡

中国服の着やすさ
を見直して欲しい

客のイメージが生地を追っていくチヤイナドレスと良い友をつくる店

職
人
気
質
は
本
物
で
あ
る
。
客
層
が
若
者
か
ら
高
い
肺
者
ま
で
、
ぐ
っ

と
幅
広
い
わ
け
が
う
な
づ
け
る
。

中
国
の
服
装
の
歴
史
は
そ
の
時
代
の
変
化
に
支
配
さ
れ
て
き
た
。

映
画
『
ラ
ス
ト
・
エ
ン
ペ
ラ
ー
』
が
表
現
し
て
き
た
よ
う
に
『
清
』

の
時
代
は
、
満
州
出
身
の
王
朝
だ
っ
た
の
で
北
方
的
な
筒
そ
で
の
丸

え
り
で
あ
る
。
か
れ
ら
は
漢
民
族
の
結
髪
を
禁
じ
て
満
州
風
俗
の
弁

髪
に
さ
せ
、
服
装
も
満
州
人
風
に
あ
ら
た
め
さ
せ
て
、
こ
れ
と
ち
が

っ
た
者
は
反
逆
心
が
あ
る
と
し
て
死
刑
に
し
た
ほ
ど
で
あ
る
。
こ
れ

が
近
世
二
○
○
年
間
の
中
国
の
服
装
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

民
国
革
命
後
は
男
子
は
洋
服
に
か
わ
っ
て
、
中
国
服
は
便
衣
、
つ

ま
り
普
段
着
に
な
っ
た
。
女
子
は
上
衣
と
橘
（
く
ん
）
と
呼
ぶ
ス
カ

ー
ト
の
服
装
が
一
般
的
に
な
っ
た
。
だ
が
、
満
州
服
も
ま
た
、
曲
線

の
美
し
さ
が
あ
る
の
で
、
こ
れ
を
旗
抱
（
チ
ー
パ
オ
）
、
満
州
旗
人

の
服
と
い
っ
て
長
く
垂
饗
肘
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

「
デ
ザ
イ
ン
が
変
わ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
着
る
人
の
ス
タ
イ
ル
が
変
わ

ら
な
か
っ
た
ら
、
永
く
着
ら
れ
て
け
つ
き
よ
く
洋
服
よ
り
安
く
つ
き

ま
す
。
体
形
も
管
理
で
き
て
、
一
生
物
で
す
よ
」
と
李
さ
ん
は
よ
く

似
合
う
笑
顔
を
絶
や
さ
な
い
。
生
地
は
香
港
で
フ
ラ
ン
ス
製
を
仕
入

れ
て
く
る
の
だ
そ
う
で
あ
る
。

チ
ャ
イ
ナ
服
の
特
性
は
生
地
が
や
わ
ら
か
く
て
、
着
や
す
い
こ
と

で
あ
る
。
外
出
着
と
し
て
の
気
が
る
さ
は
抜
群
だ
と
い
う
。
着
た
と

き
の
緊
張
感
は
北
風
肋
が
し
ゃ
ん
と
の
び
て
、
何
歳
も
若
が
え
っ
た
気

持
ち
に
な
れ
る
。
健
康
的
で
あ
る
。
だ
か
ら
男
性
の
目
に
、
セ
ク
シ

ー
で
個
性
の
豊
か
な
、
理
知
的
な
女
性
に
映
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

「
こ
の
仕
事
の
よ
ろ
こ
び
は
、
先
ず
人
と
の
出
あ
い
。
そ
れ
か
ら
服

が
イ
メ
ー
ジ
ど
お
り
出
来
あ
が
っ
て
、
よ
ろ
こ
ん
で
も
ら
え
た
時
で

す
。
パ
ー
テ
ィ
な
ど
で
チ
ャ
イ
ナ
ド
レ
ス
の
美
し
さ
を
評
価
さ
れ
た

と
き
は
嬉
し
い
で
す
ね
」

客
は
日
本
の
女
性
が
多
い
。
若
い
女
性
た
ち
の
間
で
い
ま
チ
ャ
イ

ナ
カ
ラ
ー
が
流
行
し
て
、
と
て
も
い
い
こ
と
だ
、
と
笑
顔
を
う
か
べ

て
か
ら
、

「
オ
ー
ダ
ー
だ
か
ら
す
こ
し
値
が
は
り
ま
す
が
、
夢
は
若
い
女
性
た

ち
が
、
楽
に
手
に
は
い
る
よ
う
な
研
究
を
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
」

と
、
芯
の
強
そ
う
な
顔
に
意
欲
を
の
ぞ
か
せ
た
。

貢

イメージを追うあまり自分を忘れることも多い

〈
」

１
夷

函

『
ご

岳

鰐
、
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唖

東京から九州まで百貨店中心に売られている自分たちの仕事が形になって残るから楽しい

工房内はわが家以上塔と渡遇さん。愛らしくてたまらない。
資料館をつくるのが夢

識蕊

ｌ
妬
ｌ

ョ
受
言
（
マ
キ
シ
ン
）

Ｊ
Ｒ
元
町
駅
か
ら
三
宮
へ
む
か
っ
て
す
ぐ
、
ト
ア
ロ
ー
ド
に
で
る
。

そ
こ
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
い
く
と
七
階
建
て
の
ピ
ル
の
一
階
に
、
零

キ
シ
ン
』
の
帽
子
が
華
や
か
に
並
ん
で
い
て
、
道
行
く
女
性
が
目
を

と
め
、
足
を
止
め
て
息
を
の
ん
で
い
た
。
店
内
は
ゆ
っ
た
り
と
し
て
、

マ
キ
シ
ン
の
帽
子
で
お
し
ゃ
れ
を
し
た
い
気
分
に
さ
せ
る
。
ど
れ
も

見
事
な
で
き
ば
え
で
、
芸
術
作
品
の
よ
う
な
婦
人
帽
が
あ
わ
い
輝
き

を
は
な
っ
て
い
た
。

「
ア
ト
ラ
ン
タ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
Ｈ
本
選
手
団
五
○
○
名
の
帽
子
は

こ
こ
で
生
ま
れ
ま
し
た
」
と
い
っ
て
、
渡
過
百
合
さ
ん
が
工
房
内
を

案
内
し
て
く
れ
た
の
は
、
ま
ず
四
階
の
素
材
庫
か
ら
だ
っ
た
。
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
か
ら
輸
入
さ
れ
た
材
料
が
、
袋
づ
め
に
さ
れ
て
ぎ
っ
し
り
つ

ま
っ
て
い
た
。
工
房
内
は
軽
音
楽
が
な
が
れ
て
い
た
。
マ
キ
シ
ン
の

帽
子
は
す
べ
て
手
づ
く
り
で
、
恥
人
た
ち
は
誰
も
自
分
の
手
に
神
経

を
集
中
さ
せ
て
い
た
。
目
で
見
る
／
頭
で
見
る
／
耳
で
聞
く
／
頭
で

聞
く
／
別
の
も
の
が
見
え
る
／
別
の
こ
と
が
聞
こ
え
る
、
と
詩
が
目

に
つ
い
た
。

山
口
巌
さ
ん
は
こ
の
道
ひ
と
筋
の
、
帽
子
作
り
の
名
人
で
あ
る
。

温
厚
な
人
が
ら
と
渋
い
風
格
は
、
職
人
と
い
う
よ
り
芸
術
家
だ
っ
た
。

「
マ
キ
シ
ン
神
戸
へ
入
社
し
た
の
は
昭
和
二
十
八
年
で
朝
鮮
戦
争
の

不
景
気
な
時
代
で
し
た
。
手
仕
事
が
好
き
で
、
絵
や
デ
ザ
イ
ン
に
興

味
を
も
っ
て
い
ま
し
た
し
、
色
彩
感
覚
は
敏
感
な
方
で
し
た
」

チ
ー
フ
デ
ザ
イ
ナ
ー
だ
が
現
役
で
他
の
職
人
た
ち
と
腕
を
み
が
き

合
っ
て
い
る
。

罰
衣
造
工
程
は
昔
も
今
も
変
わ
り
ま
せ
ん
が
、
道
具
や
整
備
が
改
善

さ
れ
て
能
率
的
に
な
り
ま
し
た
。
修
業
時
代
は
先
輩
が
四
、
五
人
い

ま
し
た
か
ら
親
切
に
教
え
ら
れ
ま
し
た
。
帽
子
は
洋
服
と
共
に
発
展

し
て
き
て
ま
す
ね
」

や
わ
ら
か
い
口
調
だ
が
実
感
的
な
ひ
び
き
が
あ
る
。
帽
子
の
種
類

や
数
量
は
、
人
間
の
数
だ
け
あ
る
と
い
う
。
ミ
ラ
ノ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

を
は
じ
め
、
パ
リ
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
ロ
ン
ド
ン
な
ど
の
シ
ョ
ー
が

参
考
に
な
る
ら
し
い
。
映
画
か
ら
も
ヒ
ン
ト
を
得
る
。
オ
ー
ド
リ

ー
・
ヘ
ッ
プ
バ
ー
ン
が
そ
う
だ
っ
た
が
、
洋
画
に
帽
子
は
つ
き
も
の

だ
っ
た
。

「
欧
米
で
は
型
に
よ
っ
て
呼
び
方
が
違
い
ま
す
が
、
わ
が
国
で
は
っ
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癖
ぱ
の
あ
る
ハ
ッ
ト
、
つ
ば
の
な
い
キ
ャ
ッ
プ
、
ボ
ン
ネ
ッ
ト
、
フ
ー

癌
ド
の
こ
と
を
ひ
っ
く
る
め
て
帽
子
と
い
っ
て
い
ま
す
。
お
し
ゃ
れ
に

鑑
こ
だ
わ
る
な
ら
爪
先
か
ら
頭
の
て
つ
ぺ
ん
ま
で
、
帽
子
は
個
性
を
ひ

”
き
出
す
最
大
の
ポ
イ
ン
ト
で
す
よ
」

蝿
い
帽
子
の
起
源
は
古
代
エ
ジ
プ
ト
・
ギ
リ
シ
ャ
時
代
か
ら
で
、
は
じ

症
極
め
は
装
飾
的
な
も
の
で
は
な
く
、
生
活
の
必
要
性
か
ら
使
わ
れ
て
い

ま
唾
た
。
ほ
か
に
階
級
の
象
徴
と
し
て
の
意
味
も
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
文

繍
蛸
蕊
鑑
震
灘
豊
遷
と
と
も
に
饗
が
は
げ
し
く
“

分
、
自
く
「
帽
子
は
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
界
の
流
れ
に
の
っ
た
社
会
を
反
映
す
る
鏡

で
す
ね
。
街
で
帽
子
を
見
か
け
る
と
ひ
と
目
で
マ
キ
シ
ン
だ
と
わ
か

り
、
う
れ
し
く
て
ほ
っ
と
し
ま
す
ね
。
装
い
の
し
め
く
く
り
が
帽
子

。
で
あ
っ
て
、
自
分
を
表
現
す
る
た
め
の
究
極
の
決
め
手
で
す
よ
。
帽

で唇
子
づ
く
り
は
万
人
に
似
合
う
ベ
レ
ー
で
は
じ
ま
っ
て
、
終
り
も
く
し

趣
－
で
す
。
オ
ー
ダ
ー
を
受
け
て
お
客
さ
ん
の
手
に
渡
っ
て
、
手
紙
で

抑
御
喜
ん
で
も
ら
え
た
と
き
な
ど
、
な
ん
と
も
い
え
な
い
嬉
し
さ
で
す
ね
」

俸
諦
軽
音
楽
の
リ
ズ
ム
で
工
房
内
は
明
る
い
雰
囲
気
が
た
だ
よ
っ
て
い

垂
錨
た
。
最
終
工
程
は
若
い
女
性
が
多
く
習
い
ご
と
の
教
室
の
よ
う
で
、

畦
壁
手
づ
く
り
の
ノ
ー
ト
を
広
げ
て
目
を
光
ら
せ
、
仕
事
を
楽
し
ん
で
い
た
。

儒
群
「
気
に
入
ら
な
い
出
来
の
も
の
が
い
あ
ま
だ
に
あ
っ
て
そ
の
つ
ど
勉

の
の↓錨

強
せ
ん
と
あ
か
ん
と
思
っ
て
い
ま
す
。
情
報
を
あ
つ
め
て
新
し
い
流

れ
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
、
感
覚
を
み
が
き
つ
づ
け
て
い
ま
す
」

山
口
さ
ん
の
姿
勢
は
前
向
き
で
、
そ
れ
が
マ
キ
シ
ン
の
伝
統
だ

と
感
じ
さ
せ
た
。
婦
人
帽
に
は
十
三
種
の
基
本
的
な
型
が
あ
っ
て
、

選
び
方
を
き
く
と
、

「
帽
子
の
材
料
や
形
に
は
季
節
と
流
行
が
あ
り
ま
す
が
、
と
ら
わ
れ

ず
に
自
分
の
好
み
、
顔
の
形
や
個
性
、
服
装
に
あ
わ
せ
、
使
う
と
き

の
場
所
な
ど
を
考
え
て
選
ぶ
べ
き
で
す
。
ホ
コ
リ
や
手
あ
か
な
ど
は
、

地
質
を
い
た
め
て
変
色
の
も
と
な
の
で
、
帰
宅
後
は
必
ず
ブ
ラ
シ
を

か
け
て
材
質
に
合
っ
た
手
入
れ
を
し
て
欲
し
い
で
す
ね
」
と
手
放
し

た
帽
子
の
行
方
を
案
じ
る
よ
う
な
や
さ
し
い
表
情
を
み
せ
て
か
ら
、

き
っ
ぱ
り
と
い
っ
た
。

「
日
本
の
帽
子
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
体
の
帽
子
の
特
性
を
取
り
入
れ
て

い
ま
す
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
は
独
自
的
で
す
。
目
標
は
世
界
一
の

高
級
品
を
つ
く
っ
て
い
る
フ
ラ
ン
ス
を
超
え
る
こ
と
で
す
」

体力、気力を充実させて職人
の全精神が投入される

思わず足をとめて息をのむマキシン神戸店

１
９７

１
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木
村
光
理

短
篇
小
説

ア
シ
ナ
ガ
バ
チ

「
う
ち
に
は
種
類
は
な
い
よ
。
濃
い
コ
ー

ヒ
ー
か
薄
い
コ
ー
ヒ
ー
か
ど
っ
ち
か
だ
よ
」

樽
の
よ
う
に
太
っ
た
中
年
女
が
建
雄
を

値
踏
み
す
る
よ
う
に
見
た
。

「
コ
ー
ヒ
ー
な
ら
な
ん
で
も
い
い
よ
。
そ

れ
と
、
旨
い
水
！
」

建
雄
は
カ
ウ
ン
タ
ー
の
後
ろ
の
汚
れ
が

染
み
の
よ
う
に
浮
き
出
た
灰
色
の
壁
を
見

つ
め
な
が
ら
言
っ
た
。
そ
こ
に
は
、
彼
の

好
み
の
女
優
の
若
い
頃
の
ヌ
ー
ド
ポ
ス
タ

ー
が
貼
っ
て
あ
っ
た
。

「
あ
ん
た
、
ど
こ
か
ら
来
た
の
？
見
か

け
な
い
顔
だ
ね
」

女
は
、
生
ぬ
る
い
水
の
入
っ
た
縁
の
欠
け

た
コ
ッ
プ
を
、
カ
ウ
ン
タ
ー
に
音
を
た
て

て
置
く
と
、
建
雄
の
顔
を
珍
し
い
生
き
物

で
も
観
察
す
る
よ
う
に
じ
っ
と
見
つ
め
た
。

建
雄
は
黙
っ
て
窓
の
外
を
指
さ
し
た
。

そ
こ
に
は
、
黒
く
澱
ん
だ
海
が
ど
ん
よ
り

と
横
た
わ
っ
て
い
た
。

「
ふ
－
ん
、
そ
う
、
海
の
向
こ
う
の
街
か

ら
」女

は
手
で
膏
薬
を
貼
っ
た
自
分
の
首
筋

を
操
み
な
が
ら
言
っ
た
。

何
か
読
む
も
の
を
探
そ
う
と
し
て
、
建

雄
は
カ
ウ
ン
タ
ー
の
周
り
に
目
を
や
っ
た
。

そ
こ
に
は
一
年
ほ
ど
前
の
黒
ず
ん
だ
コ
ミ

ッ
ク
雑
誌
と
、
不
動
産
会
社
の
色
槌
せ
た

カ
ラ
ー
・
カ
タ
ロ
グ
が
山
積
み
に
な
っ
て

い
た
。
長
さ
十
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
小
さ
な

細
長
い
カ
ウ
ン
タ
ー
に
も
、
カ
ウ
ン
タ
ー

の
背
後
に
並
べ
ら
れ
た
二
つ
の
丸
テ
ー
ブ

ル
に
も
、
建
雄
の
他
に
客
の
姿
は
な
か
つ

そ
の
時
、
ピ
ア
ノ
と
は
異
な
っ
た
物
音

が
ふ
い
に
や
っ
て
き
た
。

な
ん
と
い
う
こ
と
だ
。
こ
ん
な
と
こ
ろ

に
来
て
ま
で
あ
の
音
を
耳
に
す
る
な
ん
て
。

た
ぶ
ん
あ
の
半
分
開
い
た
フ
ラ
ン
ス
窓
か

ら
侵
入
し
た
の
だ
ろ
う
。
さ
っ
き
ま
で
弛

緩
し
て
い
た
建
雄
の
神
経
と
筋
肉
は
、
今

や
堅
く
強
ば
っ
て
い
た
。

建
雄
の
目
に
、
一
匹
の
ア
シ
ナ
ガ
バ
チ

が
、
天
井
近
く
を
８
の
字
を
描
い
て
飛
行

し
て
い
る
の
が
映
っ
て
い
た
。

一
八
十
セ
ン
チ
、
九
十
キ
ロ
と
、
ア
ジ

ア
人
に
は
稀
な
が
っ
し
り
と
し
た
体
躯
の

持
ち
主
の
建
雄
だ
が
、
昆
虫
は
大
の
苦
手

だ
っ
た
。
昆
虫
を
目
に
す
る
と
、
頭
の
中

に
そ
の
拡
大
さ
れ
た
頭
部
が
自
動
的
に
大

写
し
に
な
り
、
無
数
の
目
の
集
ま
っ
た
複

眼
や
ど
う
猛
な
顎
が
、
彼
を
恐
怖
の
虜
に

ｌ
記
’

た
。彼

は
細
菌
の
巣
の
よ
う
に
汚
れ
た
コ
ミ

ッ
ク
雑
誌
を
一
冊
手
に
と
っ
て
ぱ
ら
ぱ
ら

と
め
く
っ
た
。
ペ
ー
ジ
の
問
に
は
、
ほ
と

ん
ど
ミ
イ
ラ
化
し
た
パ
ン
や
野
菜
の
か
け

ら
が
詰
ま
っ
て
い
た
。

有
線
放
送
の
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
は
、
古

い
ジ
ャ
ズ
が
小
さ
く
ゆ
っ
た
り
と
流
れ
て

い
た
。出

が
ら
し
の
コ
ー
ヒ
ー
を
半
分
ほ
ど
飲

む
と
、
建
雄
は
目
を
腹
り
流
れ
る
ジ
ャ
ズ

に
耳
を
傾
け
た
。
静
か
な
、
ピ
ァ
ノ
ソ
ロ

だ
っ
た
。
建
雄
は
そ
の
ま
ま
眠
り
こ
ん
で

し
ま
い
そ
う
に
な
っ
た
。
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し
た
。
も
し
、
昆
虫
が
今
の
百
倍
の
人
き

さ
だ
っ
た
な
ら
、
人
類
は
間
違
い
な
く
滅

ぼ
さ
れ
て
い
た
だ
ろ
う
、
以
前
観
た
Ｂ
級

映
画
の
主
人
公
の
そ
ん
な
コ
メ
ン
ト
を
、

建
雄
は
本
気
で
信
じ
て
い
た
。
昆
虫
の
中

で
も
、
峰
は
建
雄
の
最
も
嫌
い
な
昆
虫
だ

っ
た
。ア

シ
ナ
ガ
バ
チ
を
見
た
瞬
間
か
ら
、
心

臓
や
局
部
が
小
さ
く
縮
こ
ま
る
の
が
建
雄

に
は
わ
か
っ
た
。
彼
の
顔
は
緊
張
で
青
白

く
な
り
、
脂
汗
が
額
に
浮
き
上
が
っ
た
。

し
か
し
、
そ
の
こ
と
を
目
の
前
の
太
っ
た

女
に
は
知
ら
れ
た
く
な
か
っ
た
。

弱
虫
と
言
わ
れ
た
く
な
か
っ
た
の
だ
。

そ
れ
は
ボ
デ
ィ
ビ
ル
愛
好
家
の
彼
に
と
っ

て
タ
ブ
ー
の
言
葉
だ
っ
た
。

彼
は
大
き
く
息
を
し
、
気
を
静
め
る
た

め
に
カ
ウ
ン
タ
ー
の
上
の
生
ぬ
る
い
水
を

口
に
含
ん
だ
。
そ
の
水
は
ボ
ウ
フ
ラ
が
わ

き
そ
う
な
ほ
ど
汚
れ
濁
っ
て
い
た
。
彼
が

そ
の
水
を
飲
む
の
を
、
女
は
カ
ウ
ン
タ
ー

の
中
か
ら
不
思
議
そ
う
に
眺
め
て
い
た
。

「
こ
の
街
の
人
間
は
手
や
足
は
洗
っ
て
も
、

水
は
飲
ま
な
い
よ
」

薄
ら
笑
い
を
浮
か
べ
、
馬
鹿
に
し
た
よ

う
に
女
は
言
っ
た
。
し
か
し
、
女
の
言
葉

は
最
早
彼
の
耳
に
入
ら
な
か
っ
た
。
彼
の

全
神
経
は
、
今
や
ア
シ
ナ
ガ
バ
チ
に
集
中

し
て
い
た
。
蜂
は
少
し
ず
つ
飛
行
高
度
を

低
く
し
、
彼
の
頭
の
す
ぐ
上
を
楕
円
軌
道

を
描
い
て
旋
回
し
始
め
て
い
た
。
彼
は
落

ち
着
け
、
落
ち
着
け
、
と
自
分
に
言
い
聞

か
せ
た
。
そ
の
一
方
で
、
今
朝
頭
に
整
髪

料
を
ね
っ
と
り
と
こ
れ
る
よ
う
に
塗
り
た

く
っ
た
こ
と
を
悔
や
ん
だ
。
何
日
も
髪
の

毛
を
洗
っ
て
い
な
い
こ
と
を
ご
ま
か
す
た

め
に
、
い
つ
も
よ
り
た
く
さ
ん
塗
り
た
く

っ
た
の
だ
。

き
っ
と
、
整
髪
料
の
甘
酸
っ
ぱ
い
匂
い

の
せ
い
で
、
蜂
が
寄
っ
て
く
る
の
だ
ろ
う
。

「
ど
う
し
て
こ
の
街
に
来
た
の
？
」

女
は
欠
伸
を
手
で
隠
し
な
が
ら
尋
ね
た
。

彼
は
答
え
な
か
っ
た
。
そ
れ
ど
こ
ろ
で

は
な
か
っ
た
の
だ
。

「
こ
の
街
に
は
面
白
い
こ
と
な
ん
て
何
も

な
い
わ
よ
・
だ
か
ら
こ
の
街
の
人
間
は
、

暇
つ
ぶ
し
に
喧
嘩
ば
か
り
し
て
る
の
。
こ

こ
に
長
く
い
る
と
、
あ
ん
た
も
き
っ
と
そ

う
な
る
わ
よ
・
あ
ん
た
喧
嘩
は
得
意
な

の
？
」ア

シ
ナ
ガ
バ
チ
は
今
や
ち
ょ
う
ど
彼
の

目
の
高
さ
の
と
こ
ろ
を
飛
ん
で
い
た
。
時

折
、
建
雄
の
目
が
蜂
の
目
と
あ
っ
た
。

「
ち
ょ
っ
と
あ
ん
た
間
い
て
る
の
！
」

女
は
建
雄
を
呪
み
つ
け
た
。
女
に
も
蜂

が
見
え
て
い
る
は
ず
な
の
に
、
ま
る
で
そ

ん
な
素
振
り
な
ど
見
せ
な
い
の
が
、
建
雄

に
は
不
思
議
だ
っ
た
。
峰
が
近
づ
く
た
び

に
、
耳
の
そ
ば
で
高
圧
線
を
流
れ
る
電
流

の
よ
う
な
音
が
聞
こ
え
た
。
で
き
る
だ
け

峰
と
の
距
離
を
と
ろ
う
と
し
て
、
建
雄
は

峰
の
動
き
に
合
わ
せ
て
、
頭
を
屈
め
た
り
、

左
右
に
素
早
く
振
っ
た
。

詞
面
ら
な
く
て
い
い
の
よ
」

女
は
建
雄
の
動
き
を
自
分
へ
の
謝
罪
だ

と
誤
解
し
て
、
小
さ
く
笑
っ
た
。

１
９９
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峰
は
建
雄
の
顔
の
前
を
飛
び
な
が
ら
、

時
折
、
薄
く
な
り
か
け
た
頭
髪
に
と
ま
る

よ
う
な
様
子
を
見
せ
始
め
た
。
峰
か
ら
逃

れ
る
た
め
に
、
建
雄
の
首
振
り
運
動
は
、

ま
す
ま
す
激
し
く
な
っ
た
。

「
何
の
つ
も
り
な
の
？
」

女
は
今
度
は
憤
慨
す
る
よ
う
に
言
っ
た
。

「
ど
う
し
て
そ
ん
な
に
せ
わ
し
な
く
頭
を

動
か
す
の
よ
・
鯵
陶
し
く
て
し
か
た
な
い

じ
ゃ
な
い
の
。
癖
な
の
？
そ
れ
と
も
な

ん
か
の
病
気
？
病
気
な
ら
し
か
た
な
い

け
ど
・
・
・
．
：
わ
ざ
と
し
て
る
の
な
ら
、
す

ぐ
に
出
て
っ
て
も
ら
う
わ
よ
・
コ
ー
ヒ
ー

一
杯
で
そ
ん
な
ふ
ざ
け
た
態
度
を
と
ら
れ

ち
ゃ
か
な
わ
な
い
も
の
」

「
危
な
い
１
．
」

建
雄
は
小
さ
く
叫
ぶ
と
頭
を
素
早
く
ひ

っ
こ
め
た
。

「
何
が
危
な
い
の
よ
？
あ
ん
た
、
い
っ

た
い
ど
う
い
う
つ
も
り
な
の
。
あ
た
し
と

話
を
し
な
い
な
ん
て
：
：
：
そ
ん
な
客
は

こ
の
街
に
は
一
人
も
い
な
い
わ
よ
」

「
危
な
い
！
」

建
雄
は
今
度
は
椅
子
に
座
っ
た
ま
ま
後

ろ
に
反
り
返
っ
た
。

「
ち
ょ
っ
と
、
あ
ん
た
！
い
い
加
減
に

し
な
い
と
、
警
察
を
呼
ぶ
わ
よ
・
そ
ん
な
、

人
を
馬
鹿
に
し
た
よ
う
な
態
度
を
と
る
な

ん
て
失
礼
じ
ゃ
な
い
の
！
」

し
か
し
、
女
の
言
葉
は
、
峰
の
急
接
近

で
パ
ニ
ッ
ク
状
態
に
陥
っ
た
建
雄
の
耳
に

は
、
ま
っ
た
く
入
ら
な
か
っ
た
。
そ
も
そ

も
女
の
存
在
そ
の
も
の
が
建
雄
の
念
頭
か

０
１
０
１
１

ら
消
え
て
い
た
。
彼
は
頭
を
左
右
に
激
し

く
振
り
、
首
を
ぐ
る
ぐ
る
回
し
た
。
し
か

し
、
そ
れ
で
も
、
蜂
は
建
雄
の
そ
ば
を
離

れ
よ
う
と
は
せ
ず
、
と
う
と
う
建
雄
の
後

頭
部
に
着
地
し
た
。

そ
の
瞬
間
、
「
ワ
ォ
ー
！
」
と
建
雄
は
絶

叫
し
た
。

彼
は
右
の
手
で
口
分
の
後
頭
部
を
強
く

払
っ
た
。
そ
の
手
が
微
か
に
峰
の
体
に
触

れ
、
勢
い
で
峰
は
空
中
に
弾
き
飛
ん
だ
。

し
か
し
、
空
中
で
す
ぐ
に
体
制
を
立
て
直

す
と
、
蜂
は
今
度
は
建
雄
の
顔
面
目
が
け

て
突
進
し
た
。

「
ワ
ァ
ー
！
」
と
叫
ぶ
と
、
建
雄
は
慌
て

て
頭
を
伏
せ
た
。
ゴ
ー
ン
と
音
を
た
て
て

額
が
カ
ウ
ン
タ
ー
に
ぶ
つ
か
り
、
空
の
カ

ッ
プ
が
跳
ね
上
が
っ
た
。
お
か
げ
で
、
峰

の
攻
撃
を
避
け
る
こ
と
に
は
成
功
し
た
が
、

額
が
裂
け
、
血
が
流
れ
落
ち
た
。
彼
は
、

血
を
拭
こ
う
と
し
て
ズ
ボ
ン
の
ポ
ケ
ッ
ト

か
ら
ハ
ン
カ
チ
を
取
り
出
し
た
。
そ
の
隙

を
捕
ら
え
る
よ
う
に
、
峰
は
さ
っ
き
と
は

違
っ
た
方
向
か
ら
、
建
雄
目
が
け
て
突
進

し
た
。
彼
は
ま
た
頭
を
カ
ウ
ン
タ
ー
に
ぶ

つ
け
た
。
彼
は
、
そ
ん
な
動
作
を
全
部
で

六
回
繰
り
返
し
た
。

七
回
目
は
必
要
で
は
な
か
っ
た
。
峰
の

攻
撃
も
蜂
の
羽
音
も
突
然
消
え
て
な
く
な

っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
。
蜂
の
姿
は
店
の
中

か
ら
完
全
に
消
え
て
い
た
。
建
雄
は
思
い

き
り
深
呼
吸
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
顔
面
を

覆
う
血
を
ハ
ン
カ
チ
で
拭
い
、
上
着
の
内

ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
取
り
出
し
た
櫛
で
乱
れ
た
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一
‐
そ
う
だ
よ
ね
。
蜂
な
ん
て
い
や
し
な
い

ん
だ
。
ど
こ
に
も
い
や
し
な
い
ん
だ
。
わ

か
っ
て
る
よ
、
し
っ
か
り
と
。
あ
あ
、
し

っ
か
り
と
わ
か
っ
て
る
よ
」

建
雄
は
わ
ざ
と
笑
顔
を
作
っ
て
女
に
言

っ
た
。

「
ほ
ん
と
、
こ
れ
以
上
か
ら
か
う
の
は
や

め
て
よ
れ
。
あ
た
し
、
心
臓
に
持
病
を
持

っ
て
る
ん
だ
か
ら
。
ニ
ト
ロ
グ
リ
セ
リ
ン

を
い
つ
だ
っ
て
持
ち
歩
い
て
い
る
し
．
…
：

ほ
ん
と
に
び
っ
く
り
し
た
ん
だ
か
ら
。
急

に
叫
ん
だ
り
、
カ
ウ
ン
タ
ー
に
頭
を
ぶ
つ

け
た
り
、
お
ま
け
に
血
ま
で
流
す
ん
だ
か

ら
。
…
…
そ
り
や
あ
、
生
き
て
い
く
の
は

い
ろ
い
ろ
大
変
だ
と
思
う
け
ど
…
：
．
ま

あ
、
こ
れ
飲
ん
で
気
分
娠
換
す
れ
ば
」

女
は
、
建
雄
の
前
に
湯
気
の
立
つ
コ
ー

ヒ
ー
を
差
し
出
し
た
。

「
あ
り
が
と
う
」

建
雄
は
二
杯
目
の
コ
ー
ヒ
ー
を
ゆ
っ
く

り
と
口
元
に
持
っ
て
い
っ
た
。

次
の
瞬
間
、
彼
は
カ
ッ
プ
を
握
り
し
め

た
ま
ま
凍
り
つ
い
た
。

黒
い
液
体
の
中
か
ら
無
数
の
目
が
建
雄

を
じ
っ
と
晩
み
つ
け
て
い
た
。

〈
了
〉

め
て
会
っ
た
女
か
ら
言
わ
れ
た
こ
と
に
、

建
雄
は
少
な
か
ら
ず
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
。

や
は
り
女
房
の
言
っ
た
こ
と
は
本
当
な
の

だ
ろ
う
か
。

「
峰
は
あ
な
た
の
頭
の
中
に
い
る
の
よ
」

頭
髪
を
整
え
た
。

カ
ウ
ン
タ
ー
の
女
は
ア
ッ
ケ
に
取
ら
れ

た
様
子
で
そ
ん
な
建
雄
を
見
て
い
た
。

「
い
っ
た
い
ど
う
し
た
の
よ
？
」

震
え
る
声
で
女
は
尋
ね
た
。
そ
の
声
に

は
脅
え
が
少
し
混
じ
っ
て
い
た
。

な
ん
て
鈍
感
な
女
な
ん
だ
ろ
う
。
あ
ん

な
に
大
き
な
ア
シ
ナ
ガ
バ
チ
が
飛
ん
で
い

た
の
に
。
羽
音
だ
っ
て
物
凄
か
っ
た
の
に
。

し
か
し
、
そ
の
こ
と
を
告
げ
る
べ
き
か
ど

う
か
建
雄
は
迷
っ
た
。
峰
の
存
在
な
ど
ま

っ
た
く
認
め
て
い
な
い
女
の
口
ぶ
り
が
、

建
雄
に
は
気
に
な
っ
た
。
今
ま
で
に
も
、

何
度
か
そ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
の
だ
。
彼

が
大
騒
ぎ
し
て
い
る
の
に
、
誰
も
が
冷
静

な
ま
ま
だ
っ
て
こ
と
が
。
建
雄
の
周
り
を

飛
来
す
る
大
き
な
蜂
の
存
在
を
誰
も
が
認

め
な
か
っ
た
こ
と
が
。

今
度
も
そ
う
か
も
し
れ
な
い
。
か
と
い

っ
て
、
こ
の
ま
ま
う
や
む
や
に
す
る
の
は

彼
は
決
心
し
た
。

「
さ
っ
き
の
あ
の
ア
シ
ナ
ガ
バ
チ
は
ど
こ

へ
い
っ
て
し
ま
っ
た
ん
だ
ろ
う
」

建
雄
は
女
に
聞
こ
え
る
よ
う
に
大
声
で

言
っ
た
。

「
蜂
？
そ
ん
な
も
の
い
や
し
な
い
よ
」

女
は
謡
る
よ
う
な
非
難
す
る
よ
う
な
口

調
で
言
っ
た
。
建
雄
は
こ
の
答
え
を
あ
る

程
度
予
想
し
て
い
た
。
ま
た
か
、
と
も
思

っ
た
。
職
場
の
同
僚
や
昔
か
ら
の
知
り
合

い
も
、
時
折
こ
ん
な
風
に
言
う
の
だ
。
し

か
し
、
こ
ん
な
寂
れ
た
町
の
カ
フ
ェ
で
初

１
１０１
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